
不正行為（不正行為・不正使用）に係る対応等について 

 

不正行為の疑義が生じた場合は、最高管理責任者は速やかに必要な調査を行うものとす 

る。調査の結果、不正行為があると認定した者又は業者に対し必要な措置を講じる。 

 

 

 

・不正行為等通報に伴う対応体制（不正行為 及び 不正使用） 

    

体制区分 職名等 役割 

最高管理責任者 理事長 責任体制 

統括管理責任者 学長 責任体制 

コンプライアンス推進責任者 
副学長 

事務局長 
責任体制 

通報窓口 総務課長 受付 

研究倫理委員会委員長 副学長 予備調査 

研究倫理委員会事務 

不正等申し出等の窓口 

大学評価・IR推進部 

大学評価・IR推進課 
予備調査 

不正行為調査委員会委員長 副学長 本調査 

 

 

・適用法令 

 

    ① 北海道文教大学研究倫理委員会規程 

    ② 北海道文教大学公的研究費の運営・管理に関する取扱規程 

    ③ 北海道文教大学研究活動上の不正行為調査委員会内規 

 

 

 

 



・不正行為（不正行為・不正使用）対応の流れ 

 

通 報 者

（受付・通報内容を確認）

通報窓口（総務課）

（報告を受ける）

最高管理責任者 （理事長）

統括管理責任者 （学長）

コンプライアンス推進責任者（副学長・事務局長）

（研究倫理委員会へ諮問）

統括管理責任者 （学長）

（内容を受けて、申し立て内容の合理性等本調査に値するか予備

調査等を行い、審議する）

不正等申し出等の窓口（大学評価・IR推進部）

規程②

第９条

規程②

第11条

規程①

第５条

第６条

第７条

規程①

第５条

（審議結果の報告を受ける）

統括管理責任者 （学長）

（報告を受ける）

最高管理責任者 （理事長）

コンプライアンス推進責任者（副学長・事務局長）

規程②

第12条

（本調査実施の決定：通報受理から30日以内）

最高管理責任者 （理事長）

内規③

第3条

（本調査実施の指示を受ける：決定から30日以内実施）

（研究活動不正行為調査委員会へ諮問）

統括管理責任者 （学長）

内規③

第６条

（予備調査の審議結果を踏まえ、委員会を設置し本調査を行う）

（必要に応じて調査専門委員会を置く）

（調査委員氏名・所属を通報者・被通報者に示す）

研究活動不正行為調査委員長（副学長）

事務 （総務課）

（示された調査委員氏名・所属に対し、30日以内に異議申し立て）

通報者・被通報者

内規③
（被通報者に対し弁明の機会を与える）

（本調査決定から結果報告まで全ての研究費の執行を停止）

通報者・被通報者

内規③

第７条

（報告・協議等：実施から結果までの調整）

関係機関

規程②

第15条

（不正行為有無の認定：予備調査開始日から起算180日以内）

（報告）

研究活動不正行為調査委員長（副学長）

事務 （総務課）

内規②

第15条

（報告を受ける）

統括管理責任者 （学長）

（報告を受ける）

最高管理責任者 （理事長）

規程②

第15条

【不正認定の場合】

（認定の概要を通知）

関係機関・通報者・被通報者

【不正認定の場合】

（認定後の措置：研究活動停止、研究費使用中止、研究成果、処分等）

被通報者

【不正認定でない場合】

（研究費執行停止の解除、研究活動再開、名誉回復のための措置等）

被通報者

規程②

第17条

（公表：不正行為ある場合の調査結果）

最高管理責任者 （理事長）

規程②

第16条

（不服申し立て：認定結果通知を受けた日から起算14日以内）

通報者・被通報者


